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くりはらし

主 な 内 容主 な 内 容主 な 内 容   

日
々
研
鑽

　

築
館
横
須
賀
地
区
の
蓬
田
大
輔

さ
ん
（
34
歳
）
は
、
水
稲
兼
畜
産

経
営
を
営
む
専
業
農
家
で
、
平
成

20
年
６
月
に
就
農
し
て
９
年
目
を

迎
え
ま
す
。
現
在
、
２
３
０
頭
の

肥
育
牛
を
３
箇
所
の
牛
舎
で
育
て

て
お
り
、
計
画
的
に
年
間
１
３
０

頭
の
肥
育
牛
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
合
飼
料
に
地
元
産
ひ

と
め
ぼ
れ
飼
料
用
米
を
配
合
し
て

消
費
者
に
好
ま
れ
る
良
質
の
肉
を

提
供
で
き
る
よ
う
日
々
研
鑽
を
重

ね
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　平成28年度農山漁村男女共同参画優良活
動表彰の「組織における女性登用部門」で、
栗原市農業委員会が農林水産大臣賞を受賞
し、３月７日、東京大学安田講堂で表彰式
が行なわれました。組織として女性の参画
を積極的に推進し、女性農業委員８名のこ
れまでの地域に根付いた活動が高く評価さ
れました。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
私
た
ち
女
性
農
業
委
員
８
名
が
身

　
　
　
　
　
　

に
余
る
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
常
日
頃
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
い
て
い
る
関
係
機
関

の
皆
様
方
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
平
成
20
年
７
月
、
市
議
会
推
薦
で
初
の
女
性

農
業
委
員
３
名
が
選
任
さ
れ
、
現
在
で
は
推
薦
・
公
選
合
わ
せ

て
８
名
と
な
り
全
国
１
位
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

農
家
の
多
く
の
女
性
に
、
農
業
委
員
の
様
々
な
活
動
に
目
を

向
け
て
貰
う
よ
う
に
と
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
地
道
な

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
女
性
委
員
が
中
心
と
な
り
、「
女

性
農
業
者
の
つ
ど
い
」
の
開
催
、
ま
た
、
作
物
の
栽
培
に
留
ま

ら
ず
、
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
調
理
方
法
の
模
索
の
過
程
で

「
季
節
の
料
理
教
室
」「
栗
原
市
民
ま
つ
り
」
へ
の
出
品
等
を

積
極
的
に
進
め
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
活
動
を
展
開
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
女
性
の
参
加
者
が

増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
若
い
後
継
者
は
育
た
ず
、
担
い
手
は
超
高
齢
化
に
向
か
う

の
み
で
す
。
そ
こ
で
農
業
の
六
次
産
業
化
に
向
け
た
女
性
の
役

割
が
、
益
々
必
要
と
な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
は
、
大
変
重
い
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
農

業
施
策
が
、
い
か
に
女
性
に
対
し
て
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

る
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

私
た
ち
女
性
委
員
８
名
、
こ
れ
か
ら
も
責
任
あ
る
賞
に
恥
じ

ぬ
よ
う
精
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

女
性
委
員
会

　
　
委
員
長  

鈴
　
木
　
春
　
江

▶
女
性
農
委
の
活
動
報
告
を
発
表

　
す
る
佐
竹
委
員

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

▶
矢
倉
克
夫
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
よ
り
表
彰
を
受
け
る
鈴
木
委
員 
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　電話　４２−１２３９

　

今
回
の
女
性
農
業
者
の
つ
ど
い
は
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
主
管
す
る
、

「
栗
原
ふ
ぁ
ー
み
ん
ぐ
女
子
会
」
の

料
理
教
室
と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
若
柳
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ

ン
タ
ー
内
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

営
し
て
い
る
、
女
性
農
業
委
員
の
鈴

木
春
江
さ
ん
で
す
。
花
寿
司
と
レ
ン

コ
ン
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
委
員
が
参
加
し
た
女
性

農
業
者
と
お
話
し
を
し
な
が
ら
の
料

理
作
り
、
そ
の
後
、
女
性
農
業
委
員

の
活
動
や
経
験
談
の
話
で
意
見
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
深
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
若
い
女
性
農
業
者
か
ら｢

初
め
て

参
加
し
て
市
内
の
女
性
農
業
者
の
方

と
交
流
で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
継
続

し
て
女
性
農
業
者
の
つ
ど
い
を
開
催

す
る
こ
と
で
、
気
軽
に
農
地
、
農
業

の
相
談
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
身

近
な
農
業
委
員
と
し
て
地
域
の
農
業

者
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
女
性
農
業
者
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
考
え
、

事
業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
農
業
委
員
会
の
新
体
制
移
行
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
研

修
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選

出
方
法
が
公
選
制
か
ら
市
町
村
長
の

任
命
に
な
り
、
委
員
会
の
構
成
も
農

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
体
制
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

ふ
ま
え
て
今
後
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ

い
の
か
研
修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
法

改
正
に
よ
る
女
性
農
業
委
員
登
用
に

向
け
て
の
取
り
組
み
方
等
の
お
話
し

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
家
族

経
営
協
定
の
締
結
と
認
定
農
業
者
が

少
な
い
と
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

私
達
栗
原
市
の
女
性
農
業
委
員
も

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地

域
に
女
性
農
業
委
員
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
28
年
度
農
山
漁
村

男
女
共
同
参
画
優
良
活
動
表
彰
で
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
農
業
者
の
つ
ど
い

 
女
性
農
業
者
と
交
流

　

２
月
６
日（
月
）／

　
　
　
　
　

こ
の
花
さ
く
や
姫
プ
ラ
ザ

農
業
委
員

  
熊
谷
　
ゆ
り

宮
城
県
女
性
農
業
委
員
研
修
会

 

新
た
な
農
業
委
員
会
体
制
へ

　

３
月
18
日（
水
）／
パ
レ
ス
松
洲

農
業
委
員

  

佐
藤
　
み
き

▲若い女性農業者と料理を通しての交流 ▲つどいで、女性農業委員の活動を話す
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平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
と
農
作
業
標
準
賃
金
や
下
限
面
積
、
法
改
正
に
よ

り
新
た
に
選
任
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
関
す
る
規
則
や
要
綱
に

つ
い
て
審
議
し
、
農
業
委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問
、
要
望
も
踏
ま
え
、
７
つ
の

案
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
農
業
委
員
会
が
行
う
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
業
務
が
「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
と
し
て
法
令
業
務
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
の
促
進
、
地
域
に

応
じ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
推
進
委
員
を
選
任
す
る
た
め
の
規
則
や
要
綱
等
も
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
29
年
第
１
回
栗
原
市
農
業
委
員
会
総
会

 
標
準
賃
金
や
下
限
面
積
、規
則
な
ど
決
定

　
　
　

２
月
28
日（
火
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

▲総会で審議されました

農地の取得等に必要な　　　　
　　　　　　　　下限面積を決定　

地　　　　区 下限面積

　花 山 地 区 １０アール

　花 山 地 区 以 外 ５０アール

　※設定理由…花山地区において農地等の利
　　用状況や将来の見通しからみて、新機就
　　農を促進する観点から適当と認められる
 ※下限面積…農地法第３条許可申請で農地

　の権利取得後に必要な耕作面積の要件

　

平
成
29
年
度
標
準
作
業
賃
金
は
、

農
業
委
員
や
農
業
関
係
団
体
か
ら
意

見
聴
取
し
素
案
を
検
討
し
、
各
地
区

代
表
の
受
委
託
者
で
構
成
す
る
「
標

準
賃
金
検
討
委
員
会
」
な
ど
で
審
議

さ
れ
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
定
内
容
は
５
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
が
、
実
際
の
作
業
料
金
を
決
め

る
場
合
は
、
委
託
者
と
受
託
者
で
よ

く
話
し
合
い
決
め
て
く
だ
さ
い
。

▲委託者や受託者で検討

農
作
業
標
準
賃
金
検
討
委
員
会

 

標
準
賃
金
設
定
ま
で

　

２
月
23
日（
木
）／

　
　
　
　
　

栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

トピックストピックス
▶
男
女
共
同
参
画
優
良
活
動
表
彰
式
に
女
性

　
農
業
委
員
全
員
で
出
席

▶
栗
原
市
長
へ
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
の
受

　
賞
報
告
し
、
市
議
会
議
長
へ
も
報
告
し
た
。
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作　業　名 作 業 種 別 作業単位 ほ　場
区画等

標 準 賃 金
( 消費税込み )

作 業 内 容 等

堆肥運搬散布 マニアスプレッター １０ａ ─ 4,200 円 積込含む (2t まで )

機械肥料散布 ブロードキャスター １０ａ ─ 1,200 円
肥料・薬剤散布 背 負 式 動 粉 １０ａ ─ 850 円 ホース散布・追肥散布

薬 剤 散 布 セ ッ ト 動 噴 １０ａ ─ 1,200 円 補助員 1 名含む

耕 起 ト ラ ク タ ー １０ａ

50a 未満 5,900 円
50a 以上 5,600 円

─ 9,600 円 春・秋セット耕起料金

代 か き ト ラ ク タ ー １０ａ
50a 未満 6,500 円

田植が出来る状態まで
50a 以上 5,900 円

田 植 え

機 械 植 １０ａ
50a 未満 6,200 円

植付のみ（苗含まず）
50a 以上 5,900 円

側 条 施 肥
機 械 植 １０ａ

50a 未満 7,500 円
植付のみ（苗・肥料含まず）

50a 以上 6,700 円
直　播（湛水） 10a

種籾なし ─ 5,500 円 代かき済ほ場であること
種籾、鉄コーティング含まず

苗 代 　 　 １箱 ─ 700 円 苗運搬含まず

稲 刈 り

バ イ ン ダ ー １０ａ ─ 8,000 円 刈取りのみ ( 紐代含む )

コ ン バ イ ン
（ 刈 放 し ） １０ａ

10a 区画 17,200 円
籾運搬含まず30a 区画 16,200 円

50a 区画
以上 15,200 円

脱 穀 及 び
乾 燥 調 製

ハ ー ベ ス タ １０ａ
結束なし 8,000 円 運転手１人、籾運搬含まず

結束あり 9,100 円 運転手１人、籾運搬含まず
（紐代含む）

乾 燥 １俵(60㎏) ─ 930 円 生籾

調 製 １俵(60㎏) ─ 610 円 籾摺り

色 彩 選 別 １俵(60㎏) ─ 680 円
畦 畔 塗 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 40 円 片側の盛土

溝 切 り 専 用 機 械 １ ｍ ─ 5 円

草 刈 り
ディスクモア １０ａ ─ 3,000 円 刈放し

フレールモア １０ａ ─ 4,000 円 細断

わら・牧草収集 ジャイロレーキ １０ａ ─ 1,700 円

わ ら・ 牧 草
梱 包

ロールベーラー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価 1,000 円（１ｍ×１ｍ）

ヘ イ ベ ー ラ ー １０ａ ─ 5,000 円 積みあげ・運搬は含まない
１個単価210円（10ａ当り25個）

ラ ッ ピ ン グ ベールラッパー １個 ─ 1,000 円 １ｍ×１ｍ

弾 丸 暗 渠 振動サブソイラ １０ａ ─ 1,300 円 5ｍピッチ  ｔ＝30cm～50cm

賃 金
普 通 作 業 １日 ─ 8,000 円

実働 8 時間、男女同額
オペレーター作業 １日 ─ 12,700 円

※ 賃金の普通作業、オペレーター作業は消費税の対象にはなりません。
※ この表は、目安となる「標準的な額」を定めたものです。実際の作業料金を決める場合は、地域の実情や圃場の
　 条件等（未整理地、湿田、山間地、作業内容等）に合わせて、委託者と受託者で話し合い決めてください。

問い合わせ
　栗原市農業委員会事務局
　☎ ４２−１２３９

平成29年度 栗原市農作業標準賃金表

栗原市農業委員会

　　平成29年度の農作業標準料金並びに労働賃金の標準額について、関係者及び関係団体と協議し
　下記のとおり設定しました。農作業の受委託をされる際の、お互いの目安としてご利用ください。
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農 　業 　委　 員 農地利用最適化推進委員

推薦及び
応募方法

　① 個人からの推薦							     
　② 団体等からの推薦							     
　③ 一般からの募集							     
　　※ 農業委員と推進委員の両方に推薦・応募できますが、両方の委員になること
　　　 はできません。							     
様式に必要事項を記入し、持参又は郵送により下記の申込先に提出してください。	
　※ 様式は、農業委員会事務局及び各総合支所の窓口に用意しております。		
　　 また、栗原市のホームページからもダウンロードできます。	

募集人数

２４人 ２２人
※選任に当たり、地域バランスを考慮し、
農業者以外の者で中立な立場で公平な判
断をすることができる者を１人以上、認
定農業者が過半数を占めることとしてお
ります。

担　当　区　域 定数
 第１区

（区域：築館、高清水、一迫、瀬峰） ８人

 第２区（区域：若柳、金成、志波姫） ８人
 第３区（区域：栗駒、花山、鴬沢） ６人

推薦及び
応募資格

農業に関する識見を有し、農地等の利用
の最適化の推進に関する事項、その他の
農業委員会の所掌に属する事項に関し、
その職務を適切に行うことができる者

　農地等の利用の最適化の推進に熱意と
識見を有する者で、担当する区域内にお
いて、農地等の利用の最適化の推進のた
めの活動ができる者

【 共　　　通 】
　① 原則として、市内に住所を有する者。ただし、市内に農地を有する者、市内に
　　 おいて営農活動を行う者であるときは、この限りでない。
　② 市の一般職の職員でない者	
以下の事項のいずれかに該当する方は推薦・応募はできません。
　③ 破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない者
　④ 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またその執行を受けること
　 　がなくなるまでの者

受付期間
平成２９年３月１５日（水）～平成２９年４月１４日（金）

　受付時間：平日　午前８時３０分から午後５時１５分
（応募状況について中間及び結果を栗原市のホームページ等で公表します。）

主な業務

① 農地の権利移動等の申請の許可、決定
 等の審査のため、現地確認や毎月開催さ
 れる農業委員会の会議に出席
② 農地利用最適化推進委員と連携し、遊
 休農地の発生防止・解消の推進、担い手
 への農地集積の推進、新規就農支援等

※ 農業委員と連携し、担当する区域の農
 地利用の最適化の推進活動を行う。
① 農地集積の推進のための、農地の貸し手
 借り手の掘り起こし活動
② 遊休農地の発生防止・解消に向けた農地
 パトロールや農地所有者への働きかけ等

任　　期 平成２９年７月２４日から
　　　　　　平成３２年７月２３日まで

委嘱の日（平成２９年８月予定）から
　　　　　　平成３２年７月２３日まで

申 込 先
問合せ先

栗原市農業委員会事務局
〒989－5171　栗原市金成沢辺町沖200番地　金成庁舎　３階
電話　０２２８－４２－１２３９　　　ＦＡＸ　０２２８－４２－１２４９

　「農業委員会等に関する法律」（平成28年４月１日）が改正され、農業委員の選出方法が、「議会の同
意を得て市長が任命」と変更になりました。また、農地利用の最適化（担い手への集積・集約化、耕作
放棄地の発生防止と解消、新規参入の促進）を進めるため、農業委員会が委嘱する「農地利用最適化
推進委員」が新設されました。以上のことから、農業に関する識見を有し、農地利用の最適化の推進、
さらには農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方を募集しています。

農業委員 ・ 農地利用最適化推進委員
　　　　　　　の推薦・募集 について！
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農業者年金受給者の皆さんへ
現況届は、年金を受給するために必要な毎年の手続きです。

６月30日までに、忘れずに提出しましょう!！
■現況届の用紙は、５月下旬頃に農業年金基金から受給者へ直接郵送されます。
■提出先は、農業委員会事務局又は各総合支所市民サービス課産業建設係です。
■現況届が提出されないと、受給者の生存を農業者年金基金が確認できないため、11月
　支払分の年金から差し止められますのでご注意ください。
■現況届の氏名（自署）、生年月日、住所の欄に記入をお願いします。
　（代理の方が記入した場合代理人の欄も記入してください。）
■経営移譲年金、特例付加年金を受給の方は、農業経営を再開していないか、申告等の
　諸名義が経営移譲の相手方になっているか確認いただいた上で、提出してください。

　農業者の年金はサラリーマンと違い公的年金の１階
部分である国民年金のみです。厚生年金を受給するサ
ラリーマン並の年金を確保するには、 ① 認定農業者で青色申告をしている人

② 認定新規就農者で青色申告している人
③ ①または②の要件を満たす経営主と家族経営協定
　 を締結して経営に参画している配偶者、後継者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●国庫補助を受けられる期間は最長20年間です。
　（35歳以上の支援は最長で10年間です。）

●国庫補助を受けている間の保険料は月額２万円（国
　庫補助額を含む）で固定され、加入者が負担する保険料は、
　２万円から国庫補助額を差し引いた額になります。

●国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は通常の保
　険料（月額２万円～６万７千円の間で千円単位で選べ、変更
　も自由です。）になります。

詳しい内容のお問合せは…
栗原市農業委員会またはＪＡ栗っこ推進企画課へ

まず農業者年金ってなに？ 農業者の担い手には、保険料の
国庫補助があります。

でも…加入する条件があるんでしょ？

サラリーマンの年金
（厚生年金）

農業者の年金
（国民年金のみ）

報酬比例部分（老齢厚生年金）
国民年金（老齢基礎年金）

国民年金（老齢基礎年金）

農業者の年金（国民
年金＋農業者年金） 国民年金（老齢基礎年金）

農業者年金 へは…

国民年金
第１号

被保険者

年間
６０日以上

農業に
従事

６０歳未満

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金保険料
納付免除者を

除く

　　　　　　　　　　　　　　　　  自分で２階部分
の年金を準備する必要があります。この２階部分とし
 て農業者には農業者年金があります。

農業者年金

保険料の国庫補助

2階立て

1階立て

を受けるには･･･
国民年金第１号被保険者等の農業者年金への加入要件に加え、

● 39歳までに加入
 ● 農業所得が 900万円以下
  ● 下記の農業者の担い手要件 を満たせば受けられます。

月額最大１万円の保険料補助

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　電話　４２−１２３９



　明峰栗駒山をまじかに見上げる、栗原市
　栗駒文字地区に、日本最古の藍染技術を伝承している施
設（愛藍人文字）が、地元農家の方々により運営されてお
ります。
　その施設内には、地元農家のお母さん達による食堂が営
まれており、お店のメニューとして定食、ラーメン、生そ
ば類は勿論、くりこま牛の本格的ステーキ等が提供され地
元料理を楽しむことができます。不定期ではありますが広
場において、「お祭り広場」が開催されております。
　また、施設内には、食堂の隣に藍染作品の販売や、日本
古来の染色技術を体験できるコーナーもあり作った作品を
持ち帰ることができます。   　　 （取材：伊藤重行委員）

  農  家
 レストラン み～つけた!!

【営業時間】 午前10時～午後３時
【定 休 日】 毎週水曜日、 冬（1,2 月）期間

愛藍人・文字（あいらんど・もんじ）
☎0228-47-2141

〒989-5361　栗原市栗駒文字鍛冶屋103

愛藍人・文字（あいらんど・もんじ）
☎0228-47-2141

〒989-5361　栗原市栗駒文字鍛冶屋103

藍染作品の販売や
　　　　地元食材を使った料理を提供

レストランの
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▲リンゴの新しい品種に意欲的
　に取組む三浦俊輔さん


